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L')左動眼神経蘇峰にて発症し当村を受診した.脳【fn管撮

が像即されていた.こL')右後交通動脈LT).F厨底動脈よりに

動脈感が認められた.入院7日田に破裂をきたしたため

contmlatemlzI,gOmaticupproachにて nL,(Tkclipping

を施行した.動脈癌は後交通動脈L:')I:LTT摘王部に発牛してお

り動眼神経と強く癒着していた.内頚動脈閉塞後に発生

する動脈痛のなかでもtruep価teLriorC(･)minucこ1tingと爪etT

aneuTySm は極めて稀と思われ蒋暫した.

0-9)脳動脈癌術後,長期を経て クモ膜下出血
をきた した未処置動脈療
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クモ膜下出血で発症した多発脳動脈癖に対しては,也

血源と考えられる動脈感を含め可能な限り根治手術が行

なわれているが,稜々の理由で全てが処置されるとは限

らない.当料では過去6年の破裂脳動脈痛クリッピング

術151例のなかに,初回手術時をこ処置されずに,長期を

経てクモ膜 ド出血をきたした6例を経験 したので報告す

ち.

症例の内訳はや食性5例,男性 1例でヲ年齢は初回出

血時41--53才 月l;-均;16.2才1.再出血時51-66才 いド均

療4例,内頚動脈感2例で,再発時は中大脳動脈療4例,

内頚動脈癌 1例,前交通動脈癖1例で,4例が mirTOr

siteの動脈痛の破裂であった,

蒋出血時をこは3例が Hematomatypeのクモ膜下出

血を示し,術後の ADL も初回時 Excellent4例,Good

2例が,再出血時には Excplletltl例,Goodl例.Fair

2例,Poor2例と不良であった.局茜血管写では,中大

脳動脈癌が他の部位の動脈癖をこ比べ著しい増大を示した.

[結論]クを投下出血再発例は予後不良となるものが

多く,高齢者を除く未処置磁動脈痛は脳血管写を追跡し,

早期に治療が必要と思われる,
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0-踊第3脳室開放を行-TBた急性期破裂脳動脈
癖の手術成績
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急性期破裂脳動脈療手術をこおける第3脱窒開放の効果

を検討しと 【対象･方法】対象は1984年1月より1993

年12F]までに･?モ膜下出血発症 1週間1:1内iこpter･ional

もしくは interhemisphericapproaehで手術した Willis

輪前半部動脈痛92例である.女性57例 .男性35例.年齢

はヨo-一82歳 し平均58.O歳)で.Hunt良 KosnikLH&K)

による術前重症度は Gr.1-2:37例.Gr.3:29例.

Gr.ご1--5:26例であー-､た.67例に終板を切開し第3脳

室を開放 (A群),25例は非開放 (B群)である,脳 橋

ドし十一ご'は使用してし､ない.【結果】^&R群の手術

成績は各々良好91.00tl&6().00., 不良3.00.&24.0

00.死亡6.00d&16.000.脳室晦畦短絡術を要したの

はA拝.1倒 し5.9001.tミ群6倒 し16.000トであー-､た.

A群t',')H&ⅠくGr.1-3で転帰1く良は1例(/,')jZtだ･-)た.

は脳脊髄液のクモ膜下腔-の循環を促進しテ症寵捜脳血

管轡縮および正常圧水頭症の発生を減少させる効果があ

ると考えられた.

0-ll) 内頚動脈-後交通動脈分岐部動脈痛 と動

眼神経麻療
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内頚動脈---後交通動脈分岐部動脈痛 (IC-PCAn.)

は,ときに動眼神経麻痔を合併 し,症妖怪動脈癖の代表

的なものとして知られている.また,夕を隊下出血(SAM)

発症時に麻埠が昆乙▲'J,Lた上 clippingに合併症として

麻埠をきたLたりする.198.･1年-1993年nlO年間に手

術された lC-1-)CAn.と動眼神経麻蝉Lp')関係について

検討した.

lC-1〕CAn.くま76胤 p>li',unrupturedAn.はIO例.

ruplulて､dAn∴･よ66例で.全動脈痛LI11800を占(tt)てい

た.unrupturt,で麻坤が靡'-､た1､LJlニ!例,ruplurL,て

発症時に麻噂があー-,たもしりllt礼 elipping後に麻坤を

FH､入内に麻噂は軽快または治癒.clippingによりて麻


